レストレイション・ハウス　

清教徒革命後に共和国となったイギリスで、王政復古を果たしたチャールズ二世が、復古前に身を寄せていた、エリザベス様式の邸宅です。ディケンズの小説「大いなる遺産」（Great Expectations）に出てくるミス・ハヴィシャムのサティス・ハウスのモデルになりました。 www.restorationhouse.co.uk
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シックス・プアトラベラーズ・ハウス

16世紀に貧しい旅行者のために建てられた、チューダー式の宿泊用建物です。6室だったので「Six Poor Travellers House」と名付けられ、病人以外の旅人は1泊だけの無料宿泊を許されました。また、戦時には負傷した兵士たちがここで看病をうけました。ディッケンズのクリスマス・ショート・ストーリでは彼自身が7人目の旅人として登場します。ビジター・センターの隣にあります。　
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Strood　（ストゥルード）　

ストゥルードはメドウェイ川の北上、ローチェスターの対岸にあたり、城や古い教会、果樹園、スポーツフィールドなどがある、メドウェイの田園地域にあります。　
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　ローチェスター側から見たストゥルード

テンプルマナー

テンプルマナーはもとは聖堂騎士修道会によって建てられた13世紀の頃の家で、17世紀にレンガで増築されました。この家の建築の元々の目的は十字軍遠征の行き帰りの途中の騎士たちの休憩所・宿泊所と元気な馬を提供することでした。
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主なフェスティバル ＆ イベント

スイープフェスティバル　（5月）

　　　　　　　　 ディッケンズフェスティバル　（５/６月）         
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                                              　     　ウィリアム・アダムスフェスティバル（9月）
ガイ・フォークス花火大会　（11月）
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        ディッケンズ  クリスマスフェスティバル（12月）
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メドウェイ: http://www.visitmedway.org 

Medway Visitor Information Centre

     95 High Street, Rochester, Kent, ME1 1LX

   Tel: +44 (0)1634 338141 

 メドウェイ国際交流委員会Japanグループ:

medwayjapangroup@aol.comTEL+44(0)1634 811 172     
